
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

中国文化知識の基礎研究其一 : 伝統童蒙教育課本
『幼學瓊林』初探 上 : 『幼學瓊林』の諸問題

甲斐, 勝二
福岡大学人文学部 : 講師

東, 英寿
九州大学文学部 : 助手

https://hdl.handle.net/2324/1546576

出版情報：福岡大学総合研究所報. 123, pp.251-261, 1990-03. 福岡大学総合研究所
バージョン：
権利関係：



中
国
文
化
知
識
の
基
礎
研
究
其
一

伝
統
童
蒙
教
育
課
本

は

じ

め

に

『
幼
周
子
治
凌
林
』

一
九
八
六
年
三
月
長
沙
の
岳
麓
書
社
よ
り
、
伝
統
蒙
学
叢
書
中
の
一
冊
と
し
て
『
幼

撃
寝
林
』
が
出
版
さ
れ
た
。
印
刷
数
は
二
十
五
万
部
で
あ
っ
た
。
伝
統
蒙
学
叢
書
に

は
こ
の
他
に
、
筆
者
の
手
元
に
集
め
得
た
も
の
と
し
て
『
四
書
集
注
』
・
『
三
字
経
』
・

『
龍
文
鞭
影
』
・
『
急
就
篇
』
の
四
冊
が
あ
る
。
『
四
書
集
注
』
の
刊
行
が
一
九
八
五
年

三
月
・
印
刷
数
四
万
七
千
部
（
八
六
年
再
版
五
万
六
千
五
百
、
計
十
万
三
千
五
百
部
）
、

『
三
字
経
』
が
一
九
八
六
年
八
月
・
二
十
一
万
部
の
発
刊
、
『
龍
文
鞭
影
』
が
同
年
九

月
・
九
万
五
千
部
、
『
急
就
篇
』
が
一
九
八
九
年
一
月
・
一
万
二
千
七
百
部
の
発
刊
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
伝
統
蒙
学
叢
書
は
、
途
中
よ
り
陳
景
磐
を
主
任
委
員
と
す
る
中

国
古
代
教
育
文
献
叢
書
編
輯
委
員
会
（
一
九
八
四
年
三
月
発
足
）
主
宰
の
「
中
国
古

代
教
育
文
献
叢
書
」
の
系
列
の
下
に
置
か
れ
て
お
り
、
『
急
就
篇
』
の
前
言
に
そ
の
旨

が
記
さ
れ
て
い
る
。

中
国
で
は
近
年
歴
代
の
教
育
の
制
度
及
び
思
想
に
対
す
る
研
究
が
盛
ん
で
、
制
度

史
思
想
史
等
の
様
々
な
研
究
室
闘
が
出
版
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
書
籍
の
出

伝
統
童
蒙
教
育
課
本
『
幼
皐
理
林
』
初
探

上

初
探

上
（
『
幼
四
月
子
理
林
』

の
諸
問
題
）

甲
斐

勝

東

英
寿

版
は
決
し
て
怪
し
む
に
足
り
な
い
こ
と
だ
が
、
研
究
書
で
あ
る
『
中
国
教
育
思
想
史
』

（
教
育
科
学
出
版
社
一
九
八
七
年
六
月
刊
）
が
、
二
万
一
千
部
で
、
比
較
的
出
版
数
が

多
い
も
の
の
、
『
中
国
歴
代
教
育
制
度
』
（
江
蘇
人
民
出
版
社
一
九
八
一
年
九
月
刊
）

が
、
六
千
六
百
部
、
ま
た
『
中
国
教
育
史
比
較
研
究
古
代
部
分
』
（
山
東
教
育
出
版
社

一
九
八
五
年
五
月
刊
）
が
二
千
八
百
二
十
部
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
伝
統
蒙
学

叢
書
が
、
決
し
て
研
究
者
の
み
に
向
け
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
知
れ

る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
彼
の
書
、
特
に
『
幼
撃
現
林
』
や
『
三
字
経
』
が
『
新
華

字
典
』
な
み
の
出
版
数
に
及
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
一
般
の
人
へ

も
向
け
ら
れ
た
出
版
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
口
筆
者
の
手
元
に
あ
る
現
代

中
国
の
学
校
教
科
書
『
全
日
制
十
年
制
学
校
小
学
課
本
語
文
試
用
本
』
（
一
九
七
九
年

六
月
北
京
出
版
社
重
印
）
で
は
伝
統
蒙
学
叢
書
の
各
テ
キ
ス
ト
が
入
り
込
む
余
地
は

な
い
よ
う
に
見
え
る
。
現
在
の
学
校
教
育
体
系
に
は
殆
ど
縁
が
な
い
に
も
拘
ら
ず
、

こ
れ
ほ
ど
大
量
に
印
刷
出
版
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ら
の
書
籍
に
盛
ら
れ
た

内
容
が
、
い
ま
だ
に
中
国
の
社
会
や
人
々
に
必
要
と
さ
れ
ま
た
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
物
語
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

と
り
わ
け
、
こ
の
初
探
で
取
り
上
げ
る
『
幼
皐
寝
林
』
は
、
岳
麓
書
社
出
版
の
他

二
五



に
、
北
京
市
中
国
書
店
か
ら
も
一
九
八
六
年
六
月
に
民
国
時
代
の
影
印
本
が
出
版
さ

れ
て
い
る
し
、
一
九
八
八
年
六
月
に
は
上
海
復
旦
大
学
出
版
社
よ
り
上
下
二
冊
本
で

三
万
部
出
版
さ
れ
て
い
る
。
現
代
中
国
社
会
に
か
な
り
の
需
要
が
あ
っ
た
と
見
な
さ

ざ
る
を
得
な
い
。
で
は
何
故
現
在
に
至
る
ま
で
こ
の
書
の
人
気
が
か
く
衰
え
な
い
の

か
と
い
う
と
、
こ
の
書
に
よ
っ
て
中
国
の
伝
統
文
化
の
精
華
を
簡
略
に
手
っ
と
り
早

く
学
べ
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
復
旦
大
学
出
版
社
本
に
は
古
典
文
学
者
の
朱
東
潤
氏
の

序
文
が
載
せ
ら
れ
、
そ
の
中
で
朱
氏
は
以
下
の
ご
と
く
述
べ
て
い
る
。

『
幼
皐
故
事
現
林
』
の
よ
う
な
啓
蒙
知
識
学
習
の
た
め
の
読
物
を
整
理
出
版
す
る

こ
と
は
、
今
日
の
読
者
（
特
に
青
年
）
に
と
っ
て
、
大
変
有
益
な
こ
と
で
あ
り
、

私
は
深
く
賛
同
と
支
持
を
表
明
し
た
い
。

わ
が
国
の
古
代
文
化
は
、
源
は
遠
く
流
れ
は
長
く
、
燦
然
と
光
輝
く
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
今
日
の
読
者
は
、
仕
事
に
追
わ
れ
、
学
業
も
忙
し
く
、
多
く
の
歴

史
典
籍
を
読
む
暇
が
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
我
が
中
華
の
歴
史
文
化
に
対
す
る
認

識
と
理
解
に
悪
い
影
響
を
与
え
よ
う
。
『
幼
皐
故
事
理
林
』
は
、
蒙
学
の
も
の
と
は

い
え
、
内
容
は
豊
富
で
あ
る
。
わ
ず
か
十
万
余
り
の
言
葉
で
、
わ
が
国
の
歴
史
文

化
の
各
分
野
を
網
羅
し
、
上
は
天
文
地
理
、
下
は
風
土
人
情
に
至
る
ま
で
、
必
要

な
も
の
は
こ
と
ご
と
く
収
め
、
万
象
を
包
括
し
て
い
る
。
こ
の
書
籍
を
側
に
置
き
、

自
由
に
開
い
て
読
め
ば
、
祖
国
の
燦
然
と
光
輝
く
歴
史
文
化
に
対
し
て
、
基
本
的

な
理
解
が
得
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
知
識
を
増
や
し
、
情
操
を
練
り
上
げ
、
自
己

の
素
養
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

つ
ま
り
、
古
典
の
知
識
を
欠
き
が
ち
な
現
代
青
年
た
ち
に
と
っ
て
、
中
国
の
伝
統

二
五
二

文
化
を
理
解
す
る
た
め
の
有
用
な
参
考
書
と
し
て
『
幼
撃
現
林
』
は
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
実
際
の
効
用
と
し
て
は
、
平
岡
龍
城
氏
が
『
幼
撃
現
林
』

訳
を
日
本
で
出
版
し
た
折
り
（
テ
キ
ス
ト
は
『
精
注
雅
俗
故
事
讃
本
』
大
正
六
年
、

周
達
用
注
を
使
用
）
そ
の
序
文
の
な
か
で
、
以
下
に
述
べ
る
通
り
で
あ
ろ
う
。

余
少
時
、
本
書
を
課
せ
ら
る
る
こ
と
日
に
二
葉
、
熟
読
数
過
三
閲
月
の
後
、
容

易
に
背
請
す
る
に
至
り
、
後
年
水
潜
、
紅
楼
等
の
稗
書
を
解
す
る
に
其
便
を
得
し

こ
と
、
実
に
少
な
か
ら
ず
、
今
、
本
書
を
世
に
公
に
す
る
所
以
の
一
に
実
に
こ
の

点
に
在
っ
て
存
ず
、
由
来
漢
書
に
系
統
を
な
し
た
る
索
引
な
く
、
殊
に
故
事
の
書

は
、
韻
書
に
非
れ
ば
類
語
集
に
し
て
、
所
要
の
語
を
検
す
る
、
幾
ど
噌
嵯
の
用
を

緋
ぜ
ず
、
今
、
本
書
が
一
方
よ
り
す
れ
ば
、
一
種
の
文
集
に
し
て
記
請
に
便
に
、

又
他
方
よ
り
す
れ
ば
簡
約
な
る
百
科
調
類
字
典
と
し
て
此
類
の
書
中
に
於
い
て
は

実
に
輯
震
と
し
て
一
旗
械
を
標
す
る
者
と
云
ふ
べ
し
。

平
岡
氏
の
序
文
は
中
国
の
伝
統
文
化
と
縁
の
薄
い
日
本
人
の
立
場
か
ら
書
か
れ
た

も
の
で
あ
る
が
、
解
放
以
前
の
伝
統
文
化
に
批
判
的
な
現
代
中
国
で
育
っ
た
一
般
青

年
た
ち
に
も
、
古
典
知
識
に
関
し
て
は
ほ
ぽ
同
じ
こ
と
が
当
て
は
ま
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。で
は
、
そ
の
『
幼
皐
現
林
』
と
は
、
一
体
如
何
な
る
書
物
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
初
探
は
、
上
篇
に
於
い
て
は
『
幼
撃
寝
林
」
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
検
討
す
る
。

下
篇
で
は
『
幼
撃
襲
林
』
第
一
篇
「
天
文
」
を
対
象
に
取
り
上
げ
、
本
文
と
そ
の
代

表
的
な
注
で
あ
る
鄭
聖
脈
の
注
釈
に
考
察
を
加
え
、
か
つ
筆
者
が
収
集
し
得
た
鄭
聖

脈
以
外
の
注
釈
を
併
記
し
て
、
そ
の
書
の
姿
を
具
体
的
に
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ



る
。
な
お
、
資
料
篇
と
し
て
筆
者
が
収
集
し
得
た
『
幼
皐
理
林
』
の
序
践
の
幾
つ
か

と
、
各
種
目
録
上
で
調
べ
得
た
蔵
書
の
著
録
を
付
録
す
る
。

『
幼
皐
寝
林
』

の
性
格
に
つ
い
て

こ
の
書
籍
の
概
略
に
就
い
て
は
、
か
つ
て
、
酒
井
忠
夫
氏
が
他
の
類
書
と
共
に
触

れ
た
こ
と
が
あ
る
が
（
「
明
代
の
日
用
類
書
と
庶
民
教
育
」
『
近
世
中
国
教
育
史
研
究
』

一
九
五
八
所
収
・
「
元
明
時
代
の
日
明
類
書
と
そ
の
教
育
史
的
意
義
」
『
日
本
の
教
育

史
学
こ
一
九
五
八
所
収
）
、
簡
略
な
も
の
な
の
で
、
こ
こ
で
は
伝
統
蒙
学
叢
書
に
つ

け
ら
れ
た
喰
岳
衡
氏
の
前
言
に
沿
っ
て
見
る
事
に
し
た
い
。
い
ま
、
ま
ず
そ
れ
を
訳

出
し
、
轍
岳
衡
氏
の
解
説
に
補
足
説
明
す
べ
き
点
が
あ
れ
ば
後
に
注
と
し
て
取
り
上

げ
る
こ
と
と
す
る
。

喰
岳
衡
『
幼
撃
現
林
』
前
一
吉
田

古
く
か
ら
伝
わ
る
蒙
学
書
に
は
、
広
い
地
域
に
流
行
し
、
大
き
な
影
響
を
持
っ

た
体
裁
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
対
句
式
（
通
常
押
韻
）
で
書
か
れ
た
各
種
の
知
識
読

物
で
、
特
に
歴
史
文
化
常
識
の
読
物
で
あ
る
。

対
句
式
の
文
章
は
、
も
し
更
に
韻
を
踏
み
、
一
句
あ
る
い
は
数
句
で
歴
史
上
の

人
物
や
歴
史
上
の
物
語
を
紹
介
す
れ
ば
、
児
童
が
読
み
上
げ
る
の
に
口
に
滑
ら
か

で
、
味
わ
い
深
く
、
字
を
覚
え
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
更
に
知
識
も
増
や
せ
、

生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
古
代
の
蒙
学
書
の
、
内
容
と
書
き
方

伝
統
童
蒙
教
育
課
本
『
幼
撃
理
林
』
初
探

上

の
上
で
の
革
新
で
あ
り
、
進
歩
で
あ
り
、
新
し
い
発
展
で
あ
っ
た
。
唐
代
の
『
兎

園
崩
』
は
、
今
日
既
に
原
書
は
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
お
り
、
こ
の
性
格
を
持
っ
て

い
た
か
ど
う
か
に
就
い
て
は
明
確
で
は
な
い
。
五
代
後
晋
李
翰
（
一
説
に
は
唐
代

の
李
瀦
）
の
『
蒙
求
集
注
』
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
書
籍
で
今
に
伝
わ
る
最

古
も
の
で
、
こ
の
後
更
に
発
展
し
て
明
清
以
来
広
く
流
行
し
た
『
幼
撃
』
と
な
っ

①
 

た。
五
、
六
十
歳
以
上
で
、
私
塾
で
勉
強
し
た
人
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
『
幼
撃
理

②
 

林
』
を
読
ん
だ
事
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
書
籍
は
原
名
を
『
幼
皐
須
知
』
と
い
い
、

ま
た
『
成
語
考
』
、
「
故
事
尋
源
』
等
の
異
名
が
あ
る
。
明
代
の
程
登
吉
（
字
は
允

升
、
西
昌
の
人
）
の
原
著
、
た
だ
し
、
明
代
の
景
泰
年
間
の
進
士
郎
溶
の
編
と
い

う
説
も
あ
る
。
そ
の
後
に
通
行
し
た
本
は
清
鄭
聖
脈
が
増
補
注
釈
し
た
「
幼
皐
故

事
現
林
』
で
あ
る
。
辛
亥
革
命
（
一
九
一
二
以
後
に
於
い
て
も
、
費
有
容
の
続

増
補
本
と
葉
浦
孫
の
再
増
本
が
あ
る
。
前
者
は
、
民
国
以
後
の
各
種
の
「
新
知
識
」

を
増
補
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
く
。
例
え
ば
、
「
名
誉
は
、
第
二
の
生
命
で
あ
り
、

法
律
に
は
三
つ
の
大
き
な
自
由
が
あ
る
。
税
を
収
め
兵
士
と
な
り
、
各
々
責
任
を

尽
く
す
。
お
辞
儀
に
は
帽
子
を
取
り
、
常
に
礼
儀
正
し
く
」
な
ど
の
類
で
あ
る
。

後
者
が
増
補
し
た
の
は
主
に
旧
来
の
人
物
故
事
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
内
容
の
精
密

さ
と
、
文
来
に
就
い
て
い
え
ば
、
共
に
程
登
吉
・
鄭
聖
脈
の
原
書
に
劣
る
。
よ
っ

て
、
程
・
鄭
の
原
書
に
更
に
生
彩
を
加
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
『
幼
皐
須

知
』
（
後
世
の
刊
本
）
の
書
な
ど
は
通
行
本
の
程
・
鄭
本
と
更
に
か
け
離
れ
、
内
容

も
多
く
の
点
で
異
な
り
、
編
目
す
ら
同
じ
で
な
い
。
例
え
ば
、
程
・
鄭
本
の
第
一

巻
は
天
文
、
地
興
、
歳
時
、
朝
廷
、
文
臣
、
武
職
、
と
な
っ
て
い
る
が
、
『
幼
皐
須

知
』
で
は
、
第
一
巻
が
天
文
、
地
興
、
時
序
、
統
系
、
朝
廷
、
相
猷
と
な
っ
て
い

二
五
三



る
。
但
し
、
や
は
り
「
西
昌
程
允
升
先
生
作
」
と
称
し
て
い
る
こ
と
は
、
伝
え
ら

れ
て
き
た
本
に
後
人
の
改
変
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。

各
種
の
テ
キ
ス
ト
が
伝
え
ら
れ
た
過
程
に
於
い
て
は
、
程
・
鄭
本
が
最
も
良
い
。

私
た
ち
が
、
今
回
重
印
し
た
の
は
、
程
・
鄭
本
を
底
本
と
し
、
新
し
い
標
点
を
加

え
、
同
時
に
そ
の
ほ
か
の
テ
キ
ス
ト
を
参
照
し
て
校
訂
し
、
そ
の
中
の
誤
字
を
改

め
た
。
つ
ま
り
、
明
清
以
来
世
間
に
最
も
流
行
し
、
最
も
良
い
と
認
め
ら
れ
た
テ

③
 

キ
ス
ト
を
整
理
重
印
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
書
が
過
去
全
国
に
流
行
し
、
長
い
間
廃
れ
る
事
な
く
、
ど
こ
の
家
の
誰
で

も
知
っ
て
い
る
蒙
学
読
本
と
な
る
事
が
で
き
た
の
は
、
当
然
そ
の
独
特
の
点
に
あ

っ
た
。
人
々
は
い
つ
も
こ
う
言
っ
て
い
る
。
「
『
増
慶
』
を
読
め
ば
会
話
が
で
き
、

『
幼
皐
』
を
読
め
ば
本
が
読
め
る
」
。
こ
の
言
葉
に
は
、
し
っ
か
り
し
た
裏
付
け
が

あ
る
。
昔
、
勉
強
は
あ
ま
り
し
て
い
な
い
が
、
多
く
の
成
語
や
典
故
を
、
時
に
は

流
暢
に
暗
唱
し
、
自
由
自
在
に
用
い
る
人
を
よ
く
見
か
け
た
が
、
そ
の
秘
訣
は
『
幼

撃
』
の
書
に
力
を
得
て
い
る
事
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
小
冊
が
か
よ
う
に

多
大
な
神
通
力
を
持
っ
た
の
は
、
そ
れ
が
主
と
し
て
内
容
に
多
種
の
「
童
蒙
が
求

め
る
」
材
料
を
手
広
く
収
め
て
お
り
、
そ
の
及
ぶ
範
囲
が
広
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

天
文
地
理
、
古
今
往
来
、
義
理
人
情
、
家
庭
婚
姻
、
生
老
病
死
、
衣
食
住
行
、
制

④
 

作
技
術
、
及
び
鳥
獣
花
木
、
神
話
伝
説
に
至
る
ま
で
、
含
ま
ぬ
も
の
は
な
い
骨
昔

の
人
々
が
日
常
使
う
文
字
、
よ
く
見
聞
す
る
成
語
や
典
故
は
、
殆
ど
こ
の
書
籍
申

に
捜
し
当
て
る
こ
と
が
出
来
る
。
あ
る
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
は
読
む
事
の
出

来
る
常
用
成
語
典
故
小
辞
典
と
い
っ
て
も
よ
い
。
こ
の
辞
典
が
通
常
の
辞
典
と
違

う
と
こ
ろ
は
、
説
明
文
が
簡
潔
に
練
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
比
較
的
妥
当
で
あ
る
こ

と
、
言
辞
は
多
く
は
な
い
な
が
ら
も
、
成
語
典
故
を
は
っ
き
り
と
説
明
す
る
目
的

二
五
四

を
果
た
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、

言
無
き
を
繊
黙
と
日
い
、
怒
を
息
る
を
審
威
と
日
う
。
（
人
事
）

大
い
に
笑
う
を
絶
倒
と
日
い
、
衆
の
笑
う
を
映
堂
と
日
う
。
（
人
事
）

す
す
ま

彼
此
合
わ
せ
ざ
る
を
組
簡
と
日
い
、
進
ま
ん
と
欲
し
て
前
ざ
る
を
超
起
と
日
う
。

（
人
事
）

人
の
牽
制
を
受
く
る
を
撃
肘
と
日
い
、
差
慌
を
知
ら
ざ
る
を
厚
顔
と
日
う
。
（
身

体）
等
は
、
た
だ
二
字
か
ら
四
字
で
、
成
語
の
意
味
を
は
っ
き
り
と
説
明
し
て
い
る
。

時
に
は
字
数
が
些
か
増
え
る
が
、
そ
れ
で
も
簡
単
な
文
を
越
え
る
こ
と
は
な
い
。

例
え
ば
、
其
の
事
を
賛
裏
す
る
を
、
之
を
玉
成
と
謂
い
、
分
裂
し
て
完
か
り
難
き
を
、
之

を
瓦
解
と
謂
う
。
（
人
事
）

管
中
豹
を
窺
う
は
、
見
る
所
多
か
ら
ず
、
井
に
坐
し
て
天
を
観
る
は
、
知
識
虞

か
ら
ざ
る
な
り
。
（
人
事
）

同
悪
相
い
帯
す
る
を
、
之
を
築
を
助
け
て
虐
を
矯
す
と
謂
い
、
貧
心
厭
う
無
き

を
、
之
を
隣
を
得
て
萄
を
望
む
と
謂
う
。
（
人
事
）

事
に
大
利
有
る
を
、
奇
貨
居
る
可
し
と
日
い
、
事
宜
く
前
を
肇
み
る
べ
き
を
、

覆
車
嘗
に
戒
む
る
べ
し
と
日
う
。
（
人
事
）

下
の
句
で
上
の
句
を
説
明
す
る
と
き
も
あ
る
。
例
え
ば
、

遺
幅
を
修
め
ざ
る
は
、
人
の
儀
容
を
飾
ら
ざ
る
を
謂
い
、
崖
岸
に
立
た
ざ
る
は
、

人
の
天
性
和
楽
す
る
を
謂
う
。
（
人
事
）

叢
爾
’
Q
A
r
払
は
、
其
の
甚
だ
小
な
る
を
言
い
、
歯
葬
滅
裂
は
其
の
精
な
ら
ざ
る
を

一
言
う
。
（
人
事
）



こ
れ
ら
の
文
章
を
熟
読
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
成
語
の
意
味
を
記
憶
す
る
こ
と

で
も
あ
る
。
辞
典
で
あ
り
な
が
ら
読
む
こ
と
が
で
き
、
労
少
な
く
し
て
効
は
多
い
、

こ
れ
は
原
著
者
の
創
造
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

内
容
に
於
い
て
は
、
多
く
の
神
話
伝
説
、
歴
史
故
事
、
人
物
故
事
ま
で
も
収
め

て
い
る
。
例
え
ば
、

后
葬
が
妻
は
月
宮
に
奔
り
て
婚
蛾
と
矯
り
、
侍
説
死
し
て
其
の
精
神
を
箕
尾
に

託
す
。
（
天
文
）

例
頚
の
交
り
は
相
知
と
廉
頗
、
線
角
の
好
み
は
、
孫
策
と
周
聡
。
（
朋
友
）

恋
仲
滝
は
胸
中
敷
万
の
甲
兵
を
具
え
、
楚
の
項
羽
は
江
東
に
八
千
の
子
弟
有
り
。

（
武
職
）

符
堅
は
自
ら
誇
り
て
特
に
虞
め
ん
と
し
て
鞭
を
投
げ
て
以
っ
て
流
を
断
つ
べ
し

と
し
、
毛
遂
は
自
ら
薦
め
て
才
苛
と
し
嚢
に
慮
れ
ば
便
ち
嘗
に
穎
を
脱
す
べ
し

と
す
。
（
武
職
）

ま
た
さ
ら
に
、
多
く
の
格
言
を
も
収
め
、
典
故
と
格
言
の
二
者
を
う
ま
く
組
み
合

わ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
例
え
ば
、

あ

ま

ね

た

だ

し

智
は
固
か
ら
ん
こ
と
を
欲
し
、
行
は
方
か
ら
ん
こ
と
を
欲
す
。
（
人
事
）

嘗
に
器
満
つ
れ
ば
則
ち
傾
く
こ
と
を
知
る
べ
く
、
須
く
物
極
れ
ば
必
ず
反
る
こ

と
を
知
る
べ
し
。
（
人
事
）

善
を
信
用
せ
ば
則
ち
芳
を
百
世
に
流
し
、
悪
を
借
用
せ
ば
則
ち
臭
を
高
年
に
遣
す
。

（
人
事
）

兼
聴
な
れ
ば
則
ち
明
に
し
て
偏
聴
な
れ
ば
則
ち
暗
し
と
い
う
は
、
此
れ
貌
徴
の

大
宗
に
封
う
る
も
の
、
衆
怒
は
犯
し
難
く
専
ら
欲
す
る
は
成
し
難
し
と
い
う
は
、

此
れ
子
産
の
子
孔
を
調
す
る
も
の
な
り
。
（
人
事
）

伝
統
童
蒙
教
育
課
本
『
幼
皐
理
林
』
初
探

上

こ
の
よ
う
な
格
言
は
、
千
年
来
人
々
に
唱
え
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
今

日
で
も
な
お
積
極
的
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。

以
上
は
、
本
書
の
内
容
に
就
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
『
幼
撃
』
が
こ
の
よ
う

そ
れ
が
四
言
、
五
言
或
は
七
言
の

に
喜
ば
れ
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
理
由
は
、

制
約
を
破
り
、
長
い
も
の
は
長
く
、
短
い
も
の
は
短
く
、
た
だ
対
句
形
式
を
求
め

る
だ
け
で
、
無
理
に
押
韻
を
整
え
よ
う
と
し
て
い
な
い
所
に
も
あ
る
。
同
時
に
、

内
容
に
応
じ
て
分
類
配
列
し
、
検
索
に
都
合
の
良
い
こ
と
は
、
類
書
の
性
格
を
持

っ
た
工
具
書
と
言
っ
て
も
良
い
だ
ろ
う
。

『
幼
撃
」
は
明
代
に
で
き
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
時
の
階
級
意
識
の
反
映
を
免

れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
書
籍
中
封
建
思
想
意
識
を
宣
伝
す
る
も
の
も
少
な
く
な

い
。
例
え
ば
、
「
龍
の
種
、
麟
の
角
は
倶
に
宗
藩
を
春
め
、
君
の
儲
、
園
の
或
は
皆

な
太
子
を
稽
す
。
（
朝
廷
）
」
等
の
類
は
至
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
更
に
平
凡
で
つ
ま

ら
な
い
も
の
や
、
迷
信
や
で
た
ら
め
の
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
も
ま
た

古
書
籍
に
来
源
が
あ
る
も
の
で
あ
り
、
勝
手
に
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
い
。
読

者
が
広
く
目
を
通
す
な
ら
ば
、
や
は
り
、
古
代
の
文
化
と
社
会
を
理
解
す
る
役
割

そ
の
精
華
を
取
り
、
糟
を
捨
て

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
我
々
は
、

る
読
者
の
識
別
力
を
信
頼
し
た
い
。

注
及
び
補
説

①
『
兎
園
朋
』
は
、
唐
・
杜
嗣
先
の
撰
。
聞
い
に
答
え
る
形
式
で
、
経
史
の
文
を
注

釈
と
し
て
引
い
て
い
た
と
い
う
。
五
代
の
こ
ろ
、
民
間
で
農
民
た
ち
を
教
え
る
テ

キ
ス
ト
と
し
て
、
ず
い
ぶ
ん
は
や
っ
た
ら
し
く
日
本
に
も
将
来
さ
れ
た
形
跡
は
『
日

二
五
五



本
国
見
在
書
目
』
に
有
る
が
、
今
で
は
敦
短
文
書
に
残
巻
を
っ
た
え
る
の
み
で
あ

る
。
『
曲
家
求
』
は
人
物
故
事
を
覚
え
易
く
ま
と
め
た
も
の
。
日
本
で
も
つ
と
に
知
ら

れ
て
多
く
の
読
者
が
あ
り
、
和
刻
本
も
あ
る
。

②
『
論
学
集
林
』
（
一
九
八
七
・
二
一
月
上
海
教
育
出
版
社
兎
園
策
条
）
に
歴
史

家
呂
思
勉
氏
（
一
八
八
四
ー
一
九
五
七
）
が
幼
い
頃
村
塾
で
見
た
と
あ
る
。
そ
の

と
き
、
な
ん
の
た
め
に
朗
詠
す
る
の
か
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
昔
か
ら
こ
う
や
っ
て

き
た
か
ら
こ
う
す
る
ま
で
で
、
他
に
言
う
べ
き
こ
と
も
な
い
と
答
え
ら
れ
て
い
る

か
ら
、
清
朝
末
期
当
時
一
般
化
が
過
ぎ
て
か
な
り
惰
性
的
な
童
蒙
教
育
テ
キ
ス
ト

と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
七
一
年
に
台
湾
で
刊
行
さ

れ
、
八
六
年
に
天
津
古
籍
出
版
社
か
ら
再
版
さ
れ
た
方
師
鐸
『
伝
統
文
学
与
類
書

之
関
係
』
で
は
、
『
幼
皐
漫
林
』
に
つ
い
て
項
を
立
て
、
か
つ
て
童
蒙
の
「
四
書
五

経
」
教
育
の
副
読
本
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
が
、
今
で
は
用
い
る
人
も
な
く
、
台

湾
で
は
殆
ど
手
に
入
ら
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

③
『
幼
撃
現
林
』
の
名
前
の
う
ち
「
現
林
」
の
部
分
は
、
鄭
聖
脈
の
命
名
に
よ
る
（
資

料
篇
一
郷
聖
脈
序
文
参
照
）
。
こ
の
書
は
、
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
多
く
の
名
を
持
つ

（
資
料
篇
二
参
照
）
。
筆
者
の
収
集
し
得
た
テ
キ
ス
ト
の
内
最
も
古
い
明
刊
版
は
、

『
幼
皐
須
知
便
讃
故
事
』
と
な
っ
て
い
る
。

作
者
に
就
い
て
は
実
は
よ
く
解
ら
な
い
。
程
登
吉
の
時
代
も
人
に
よ
っ
て
は
清

朝
と
い
い
、
図
書
目
録
に
も
清
・
程
允
升
と
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
東
大
東
洋
文

化
研
究
所
の
漢
籍
目
録
で
は
明
・
金
闇
楊
瑞
卿
の
刊
と
し
て
、
明
代
の
刊
本
と
な

っ
て
い
る
。
加
え
て
、
明
の
葉
盛
（
一
四
二

O
ー
一
四
七
四
）
の
『
菜
竹
堂
書
目
』

に
は
類
書
の
項
に
『
幼
撃
須
知
』
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
記
載
を
信
じ
る
限
り
や
は

り
明
代
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
筆
者
の
見
た
と
こ
ろ
郎
溶
の
作
と
す
る
も
の
は
『
成

二
五
六

語
考
』
と
呼
ば
れ
る
テ
キ
ス
ト
が
主
で
、
日
本
江
戸
時
代
中
期
に
刊
行
さ
れ
た
和

刻
本
（
天
和
壬
成
一
六
八
二
年
の
践
）
は
こ
の
系
統
で
あ
る
。
郎
（
丘
）
溶
で
あ

れ
ば
明
永
楽
十
六
年

i
弘
治
八
年
（
一
四
一
八

l
一
四
九
五
）
に
生
き
た
広
東
理

山
の
人
。
朱
子
学
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
に
は
「
故
事
離
龍
』
（
日
本
天
和

辛
酉
一
六
八
一
の
序
）
と
い
う
同
様
の
著
作
が
他
に
あ
り
、
『
幼
撃
現
林
』
同
様
日

本
の
い
く
つ
か
の
図
書
館
で
見
る
事
が
で
き
る
。

『
幼
撃
須
知
』
に
就
い
て
は
、
筆
者
の
見
た
も
の
の
中
で
は
長
崎
大
学
に
伝
え
ら

れ
る
『
育
正
堂
幼
撃
須
知
句
解
』
が
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
に
な
っ
て
い
る
。
民
国

以
後
の
指
摘
さ
れ
た
版
本
に
つ
い
て
は
未
見
。
復
E
大
学
出
版
本
に
、
鄭
聖
脈
増

加
以
後
に
、
近
代
的
な
知
識
を
伝
え
る
再
増
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
下
篇
に

資
料
と
し
て
一
部
載
せ
て
お
く
。

「
幼
撃
現
林
』
の
テ
キ
ス
k
ぶ
に
は
筆
者
の
見
た
と
こ
ろ
本
文
単
独
で
刊
行
さ
れ
た

も
の
も
有
る
け
れ
ど
も
、
注
釈
が
附
け
ら
れ
て
い
る
も
の
も
多
い
。
明
刊
本
は
本

文
の
上
に
注
者
不
明
の
簡
略
な
解
釈
を
付
し
本
文
の
脇
に
も
更
に
簡
単
な
解
釈
出

典
を
付
す
。
清
の
刊
本
に
な
る
と
『
育
正
堂
幼
撃
須
知
句
解
』
（
乾
隆
丁
丑
一
七
五

七
序
文
）
に
割
注
で
「
錫
山
黄
君
の
筆
」
と
し
て
出
典
解
釈
が
附
け
ら
れ
、
『
寄
倣

山
房
新
増
幼
撃
故
事
項
林
』
（
乾
隆
二
五
年
一
七
六

O
序
文
・
『
草
場
本
』
に
依
る
）

則
ち
鄭
聖
脈
の
増
加
本
に
は
、
彼
の
注
解
が
割
注
に
入
れ
ら
れ
、
『
亦
陶
書
室
新
増

幼
皐
故
事
牽
芳
』
（
乾
隆
四
三
年
一
七
七
八
序
文
）
に
は
周
達
用
の
注
解
が
同
様
に

割
注
で
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
日
本
で
は
ど
う
だ
つ
た
か
と
言
う
と
、
先
に
挙
げ
た
和
刻
本
は
そ
の
本

文
や
注
文
の
形
態
を
比
較
す
る
と
東
大
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
の
明
刊
本
の
翻
刻
と

言
っ
て
良
い
く
ら
い
で
あ
る
が
、
明
刊
本
の
題
名
が
『
幼
撃
須
知
便
讃
故
事
」
西



昌
程
登
吉
撰
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
和
刻
本
は
『
新
鋳
詳
解
丘
理
山
必
讃
故
事
成

語
考
』
と
な
り
注
釈
者
も
畳
元
昌
と
明
記
し
て
い
る
。
和
刻
本
に
は
丘
瑳
山
の
序

文
も
畳
元
昌
の
前
言
も
な
い
。
し
か
し
、
和
刻
本
に
附
さ
れ
た
序
践
で
は
、
共
に

丘
理
山
の
も
の
と
見
倣
し
て
お
り
、
ま
た
大
英
博
物
館
に
残
る
一
八
世
紀
中
期
刊

の
『
幼
皐
故
事
尋
源
』
は
、
作
者
を
郎
溶
と
し
て
い
る
か
ら
或
は
依
り
所
が
あ
る

の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
後
、
京
都
の
商
人
三
宅
元
信
が
こ
れ
に
注
を
附
け
『
明

丘
襲
山
故
事
必
讃
成
語
考
集
註
』
（
寛
政
元
年
一
七
九
一
序
）
を
刊
行
し
て
い
る
。

以
上
様
々
な
注
釈
本
が
出
回
っ
て
い
る
内
、
日
本
で
し
か
見
ら
れ
な
い
三
宅
註

本
は
ひ
と
ま
ず
置
く
と
、
や
は
り
鄭
聖
脈
の
も
の
が
最
も
詳
し
く
当
を
得
た
も
の

と
見
る
の
は
妥
当
な
と
こ
ろ
で
、
近
年
中
国
で
出
版
さ
れ
た
三
種
の
『
幼
撃
現
林
』

は
す
べ
て
鄭
聖
脈
の
注
で
あ
る
。

な
お
、
注
釈
者
で
あ
る
周
達
用
や
鄭
聖
脈
等
の
伝
記
或
は
事
績
に
就
い
て
は
、

筆
者
は
今
の
所
ま
っ
た
く
手
が
か
り
を
得
て
い
な
い
。

④
鄭
聖
脈
の
『
幼
皐
寝
林
』
の
目
録
を
以
下
に
示
す
。
（
尚
、
版
本
に
よ
っ
て
は
各

篇
次
に
移
動
が
あ
る
。
）

巻

天
文

文
臣

師ヲド
生議

朋
友
賓
主

地
輿

歳

時

朝

廷

兄

弟

夫

婦

叔

佳

身

体

衣

服

珍
宝
訟
獄

祖
孫
父
子

外
戚
老
幼
寿
誕

巻

三

人

事

飲

食

宮

室

貧

富

疾

病

死

葬

巻

四

文

事

科

第

制

作

技

芸

釈

道

鬼

神

鳥

獣

花

木

こ
の
他
に
刊
本
の
幾
っ
か
に
は
本
文
の
前
に
社
会
生
活
の
基
本
知
識
集
と
い
っ

た
も
の
を
の
せ
、
ま
た
、
書
籍
に
よ
っ
て
は
本
文
の
上
段
を
区
切
り
、
本
文
と
は

別
に
様
々
な
ケ
l
ス
の
手
紙
の
書
き
方
の
例
文
や
百
家
姓
等
を
挙
げ
て
い
る
も
の

婚
姻

婦
女

巻

器
用

伝
統
童
蒙
教
育
課
本
『
幼
撃
理
林
』
初
探

上

も
あ
る
。
今
例
と
し
て
、
鄭
聖
脈
の
テ
キ
ス
ト
の
一
つ
『
最
新
繕
圃
幼
撃
故
事
現

林
』
（
宣
統
元
年
序
文
一
九

O
九
）
の
目
録
を
取
れ
ば

巻

首

天

文

図

地

輿

図

帝

服

図

巻
一
（
上
層
）
十
三
経
集
字
（
右
か
ら
左
に
一
列
に
霊
園
の
構
書
文
字
を
並
べ

そ
の
下
に
箱
文
を
附
け
た
も
の
。
初
め
の
部
分
は
『
撞
記
』
大
学
に
基
づ
く
）

各
信
啓
（
下
層
）

十
三
経
集
字
（
中
層
）

十
三
経
集
字
百
家
姓

支
名
義
月
令
別
名
十
二
律
所
属

皇
朝
一
統
輿
地
志
歴
代
帝
王
紀

巻
四
（
上
層
）
歴
代
帝
王
紀
各
式
種
帖

格
信
面
各
式
対
聯
新
譜

こ
れ
を
見
る
と
、
当
時
の
初
学
者
に
と
っ
て
の
一
大
入
門
書
と
言
え
る
、
ば
か
り

で
な
く
、
家
家
に
置
い
て
も
何
か
の
折
り
の
実
用
書
と
し
て
の
価
値
は
十
分
持
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
中
層
）

本
文

巻

各
信
啓
各
称
呼

（
中
層
）
各
称
呼
天
干
名
義

契
約
字
擦
直
省
別
名
文
武
品
級

（
上
層
）

巻

地

（
上
層
）

喪
務
帖
式

各
請
帖
式

書
信
規

な
お
こ
の
実
用
書
的
な
傾
向
は
現
在
の
「
幼
撃
現
林
』
に
も
あ
り
、
先
掲
の
近

年
中
国
で
刊
行
さ
れ
た
三
種
の
『
幼
撃
現
林
』
の
う
ち
、
他
の
二
冊
は
本
文
の
み

で
あ
る
け
れ
ど
も
、
復
旦
大
学
出
版
刊
の
『
幼
皐
措
置
林
』
で
は
本
文
前
に
伝
統
的

な
各
種
人
呼
称
の
例
が
様
々
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
、
喰
岳
衡
氏
の
紹
介
を
見
て
み
た
が
、
次
の
三
点
を
補
足
し
て
お
く
。

ま
ず
、
こ
の
書
は
、
方
師
鐸
の
『
伝
統
文
学
与
類
書
之
関
係
』
が
指
摘
す
る
よ
う

に
、
所
詮
童
蒙
の
俗
書
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
は
け
っ
し
て
高
い
評
価
を
受
け
て
き
た

二
五
七



も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
。
そ
の
内
容
が
、
多
く
の
書
籍
か
ら
の
知
識
の
集
積
で
あ

る
こ
と
や
、
対
句
構
成
と
は
い
え
対
句
の
作
り
方
が
大
ざ
っ
ぱ
な
ど
の
点
な
ど
か
ら

し
て
、
正
当
な
読
書
法
や
教
育
を
受
け
た
も
の
に
は
、
所
詮
童
蒙
の
啓
蒙
書
と
見
る

で
あ
ろ
う
事
は
当
然
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
現
代
に
こ
の
よ
う
に
注
目
さ
れ
て
い
る
の

は
、
時
代
・
社
会
・
文
化
の
担
い
手
が
変
わ
っ
て
し
ま
い
、
か
つ
て
の
文
化
知
識
を

知
る
上
で
の
簡
便
さ
が
受
け
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

次
に
、
天
・
地
か
ら
始
ま
り
、
朝
廷
・
君
臣
に
導
き
、
祖
先
か
ら
家
族
友
人
と
受

け
、
人
事
物
品
に
入
り
、
最
後
に
草
木
で
終
わ
る
『
幼
皐
理
林
』
の
分
類
と
次
第
は
、

ほ
ぽ
伝
統
的
な
類
書
の
分
類
・
次
第
に
依
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
は
、
一
見
つ
ま

ら
な
い
指
摘
に
思
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
分
類
と
配
列
に
は
常
に
価
値
規
範
が

示
さ
れ
る
の
が
中
国
の
書
籍
の
常
で
あ
る
し
、
特
に
類
書
の
よ
う
に
事
象
の
網
羅
を

目
指
す
も
の
に
は
そ
の
事
象
の
分
類
・
配
列
に
世
界
観
が
示
さ
れ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

だ
と
す
れ
ば
、
童
蒙
用
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
『
幼
撃
現
林
」
に
は
童
蒙
教
育
用
の

価
値
規
範
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
伝
統
類
書
の
簡
略
版
の
立
場
に
立
つ
事

を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
即
ち
、
幼
時
よ
り
直
接
伝
統
的
な
世
界
観
へ
と
導
く

も
の
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
『
幼
撃
現
林
」
が
、
近
年
中
国
で
多
量
に
出
版
さ
れ

た
事
に
我
々
が
注
目
し
た
そ
の
理
由
は
、
実
は
こ
の
点
に
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
こ
の
書
の
実
際
の
使
い
方
と
し
て
は
、
喰
氏
が
指
摘
す
る
成
語
辞
書
と

し
て
は
勿
論
の
事
、
清
朝
に
お
い
て
は
科
挙
に
課
せ
ら
れ
た
詩
文
作
成
の
典
故
集
的

な
役
割
も
担
っ
た
よ
う
だ
。
清
・
鄭
聖
脈
の
序
文
に
は
、
そ
の
旨
が
記
さ
れ
て
い
る

し
、
ま
た
、
日
本
に
お
い
て
も
、
和
刻
本
の
序
文
に
は
作
文
の
折
り
に
重
宝
す
る
も

の
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
資
料
篇
一
参
照
）

二
五
八

「
幼
皐
瑳
林
』

の
検
討
に
就
い
て

以
上
の
よ
う
な
『
幼
撃
現
林
」
を
考
察
の
対
象
に
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
然
そ

れ
な
り
の
意
味
が
あ
る
。
ま
ず
、
中
国
で
『
幼
撃
現
林
』
を
含
む
伝
統
蒙
学
叢
書
が

刊
行
さ
れ
た
と
き
、
そ
こ
に
如
何
な
る
意
義
が
認
め
ら
れ
た
の
か
、
そ
の
総
序
と
も

言
え
る
周
谷
城
氏
の
序
文
を
見
て
み
よ
う
。
周
谷
城
氏
は
現
代
中
国
を
代
表
し
、
伝

統
教
育
に
関
心
を
持
つ
社
会
学
者
で
あ
る
。
な
お
（
）
は
、
訳
注
。

岳
麓
書
社
が
整
理
し
て
出
版
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
る
『
伝
統
蒙
学
叢
書
』
に

つ
い
て
、
私
は
深
く
賛
意
を
表
す
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
は
文
化
史
の
研
究
に

大
い
に
役
立
つ
事
だ
か
ら
だ
。

蒙
学
の
書
物
は
、
長
い
歴
史
を
持
つ
。
李
斯
「
蒼
額
篇
』
、
史
瀞
『
急
就
章
』
は
、

当
時
最
高
の
知
識
人
の
手
に
成
る
も
の
で
、
初
学
者
の
啓
蒙
に
使
う
書
籍
で
も
あ

り
、
き
っ
と
当
時
最
多
の
読
者
を
持
っ
た
に
違
い
な
い
。
『
漢
書
』
喜
文
志
に
は
小

学
十
家
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
所
謂
小
学
と
は
、
つ
ま
り
蒙
学
の
事
で
あ
る
。

そ
の
後
、
社
会
は
絶
え
ず
発
展
進
歩
し
、
貴
族
以
外
の
平
民
も
読
書
の
必
要
と

可
能
性
を
持
つ
に
至
っ
た
。
教
学
法
と
教
材
は
こ
の
状
況
に
対
応
し
、
事
実
上
の

「
双
軌
制
」
（
二
系
統
の
教
育
を
平
行
し
て
置
く
制
度
）
が
現
れ
た
。
士
農
工
商
四

民
の
内
、
『
漢
書
」
食
貨
志
で
は
「
学
び
て
以
て
位
に
居
る
を
士
と
日
う
」
と
あ
る
。

位
に
居
る
と
は
、
つ
ま
り
官
吏
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
官
吏
に
な
る
た
め
に
は
、

経
籍
に
通
じ
、
科
挙
に
応
じ
ね
ば
な
ら
な
い
。
儒
家
の
経
籍
は
、
そ
こ
で
、
士
大

夫
階
級
の
法
定
教
科
書
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
農
工
商
等
の
庶
民
の
天
職
は
、
「
土



を
畔
き
谷
に
殖
し
」
、
「
巧
を
作
し
器
を
成
し
」
、
「
財
を
通
じ
貨
を
奮
す
」
も
の
な

の
で
あ
っ
て
、
も
し
‘
多
く
の
文
字
を
知
ら
ず
、
大
体
の
文
字
に
通
じ
よ
う
と
す

れ
ば
、
別
に
簡
便
な
方
法
を
求
め
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
。
『
新
五
代
史
』
劉
岳
伝
に

舌
口
〉
フ
。『

兎
園
珊
』
は
、
郷
校
の
田
舎
儒
学
者
や
農
民
や
家
畜
飼
い
が
朗
唱
す
る
も
の
で

あ
る
。
（
名
門
の
劉
岳
が
、
農
家
出
身
で
あ
っ
た
当
時
の
宰
相
鴻
道
を
か
ら
か
っ
て
、

漏
道
愛
読
の
『
兎
園
崩
』
を
持
ち
出
し
た
部
分
）

陸
瀞
の
「
秋
日
郊
居
」
詩
第
三
首
の
自
注
に
言
う
。

農
民
は
十
月
に
な
る
と
子
弟
を
学
校
に
入
れ
る
。
こ
れ
を
冬
学
と
い
う
。
そ
こ

で
勉
強
す
る
『
雑
字
』
、
「
百
家
姓
』
の
類
は
、
村
書
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
、
農
民
や
家
畜
飼
い
が
朗
唱
す
る
村
書
こ
そ
、
唐
宋
以
後
の
蒙
学
書

で
あ
る
。

我
々
が
文
化
史
を
研
究
す
る
と
き
、
全
民
族
と
各
階
層
の
人
民
文
化
の
進
展
に

着
目
し
、
過
去
の
各
時
代
各
地
の
社
会
に
於
い
て
多
く
を
占
め
た
人
々
の
文
化
に

着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
唐
五
代
の
文
化
を
研
究
す
る
に
は
、
『
北
堂
書

紗
』
（
唐
虞
世
南
編
）
、
『
監
本
九
経
』
（
五
代
漏
道
主
宰
）
の
他
に
、
い
ま
残
る
『
兎

園
朋
」
の
残
篇
を
研
究
し
て
み
る
の
も
よ
い
。
宋
代
文
化
を
研
究
す
る
に
は
、
『
困

学
紀
聞
』
（
王
応
麟
撰
）
、
『
剣
南
詩
稿
』
（
陸
瀞
撰
）
の
他
に
、
『
三
字
経
』
と
『
百

家
姓
』
を
研
究
し
て
み
る
の
も
よ
い
。
『
兎
園
珊
』
は
必
ず
し
も
虞
世
南
が
編
集
し

伝
統
童
蒙
教
育
課
本
「
幼
事
現
林
』
初
探

上

た
書
物
で
は
な
く
、
『
三
字
経
』
も
必
ず
し
も
王
応
麟
が
作
成
し
た
書
物
で
は
な
い
。

し
か
も
、
『
三
字
経
』
は
た
だ
農
家
や
牧
畜
家
ば
か
り
読
ん
だ
物
と
は
限
ら
な
い
の

だ
。
し
か
し
、
当
時
の
一
般
の
人
が
受
け
た
教
育
、
及
び
教
育
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
た
彼
ら
の
自
然
観
、
宗
教
観
、
倫
理
観
、
道
徳
観
、
価
値
観
、
歴
史
観
等
は
、

文
人
学
士
が
書
い
た
書
籍
と
比
べ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
書
籍
の
中
に
、
よ
り
確
か
で

鮮
明
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
何
故
、
長
楽
老
（
鴻
道
）
と
陸
放
翁
の
様
な
人
が
ζ

の
よ
う
な
通
俗
小
冊
に
対
し
て
、
無
視
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、

と
考
え
て
み
る
べ
き
で
あ
る
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
封
建
時
代
に
生
ま
れ
伝
わ
っ
て
行
っ
た
蒙
学
書
は
、
同

様
に
封
建
文
化
の
範
囲
に
あ
り
、
そ
の
局
限
性
と
後
進
性
は
自
然
免
れ
ら
れ
な
い
。

し
か
し
、
た
と
え
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
は
、
決
し
て
廟
堂
の
文
、
大
雅
の

作
が
よ
り
一
層
の
局
限
性
と
後
進
性
を
持
つ
ほ
ど
で
は
な
い
。
蒙
学
書
の
あ
る
も

の
は
長
い
間
流
行
し
、
社
会
に
長
期
に
渡
っ
て
享
受
さ
れ
た
。
基
本
知
識
を
伝
授

し
、
道
徳
教
育
を
進
め
、
口
に
上
せ
易
く
記
憶
し
易
い
な
ど
の
点
で
、
確
か
に
長

所
と
有
効
性
を
持
っ
て
い
る
。
簡
単
に
片
付
け
て
し
ま
う
わ
け
に
も
い
か
な
い
し
、

そ
う
す
る
べ
き
で
も
な
い
。
単
に
こ
の
点
を
も
っ
て
さ
え
、
こ
れ
ら
の
書
籍
自
身
、

文
化
史
と
教
育
史
上
の
価
値
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
。

周
谷
城
氏
の
序
文
で
は
、
『
幼
撃
現
林
』
を
含
む
伝
統
蒙
学
書
検
討
は
中
国
の
文
化

史
や
教
育
史
研
究
に
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
い
う
。
確
か
に
指
摘
さ
れ
る
通
り
で
あ

ろ
う
。
実
は
中
国
文
学
研
究
に
携
わ
る
我
々
が
こ
の
種
の
書
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、

第
一
に
そ
の
文
化
史
的
な
面
か
ら
で
あ
っ
た
。

我
々
が
日
頃
研
究
と
称
し
て
触
れ
る
書
籍
の
多
く
は
、
そ
れ
が
小
説
で
あ
れ
詩
文

二
五
九



で
あ
れ
一
般
に
は
所
謂
文
学
作
品
と
し
て
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
当
時
の

知
識
水
準
の
か
な
り
高
い
人
物
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
と
き
ロ
っ
て
良
い
。
け
れ
ど

も
そ
れ
を
楽
し
ん
で
読
ん
だ
人
々
の
知
識
水
準
も
作
者
同
様
高
か
っ
た
か
と
い
え

ば
、
必
ず
し
も
そ
う
は
言
え
ま
い
。
と
は
い
え
、
明
清
文
学
を
考
え
る
場
合
は
、
読

者
或
は
通
俗
文
学
の
作
者
の
知
識
水
準
と
し
て
こ
の
『
幼
撃
現
林
』
程
度
の
も
の
は
、

予
想
し
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
資
料
一
に
挙
げ
た
『
幼
撃
現

林
』
版
本
の
序
文
集
に
於
い
て
鄭
聖
脈
は
、
該
書
が
科
挙
の
詩
作
成
に
役
立
つ
こ
と

を
言
う
。
こ
れ
は
、
多
分
に
売
る
た
め
の
宣
伝
文
句
の
性
格
を
持
つ
も
の
と
考
え
ら

れ
る
が
、
そ
の
書
の
対
象
者
が
小
児
ば
か
り
で
な
く
、
科
挙
の
受
験
を
目
指
す
知
識

人
或
い
は
そ
の
予
備
軍
に
も
向
け
ら
れ
て
い
た
事
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
だ
と
す

れ
ば
、
こ
の
『
幼
皐
理
林
』
の
検
討
は
明
清
文
学
の
背
景
や
影
響
を
知
る
上
で
何
等

か
の
役
に
立
つ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

次
に
、
こ
の
『
幼
撃
現
林
』
に
は
江
戸
時
代
中
期
初
め
『
成
語
考
』
の
名
で
和
刻

本
が
あ
り
、
そ
れ
が
か
な
り
出
回
っ
た
形
跡
が
あ
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
（
資
料

二
著
録
参
照
）
。
と
い
う
の
は
、
江
戸
時
代
の
通
俗
小
説
の
中
に
は
漢
籍
に
出
典
を
持

つ
結
構
口
調
の
良
い
語
句
が
ま
ま
登
場
す
る
が
、
そ
の
よ
う
な
語
句
の
出
典
に
は
、

原
典
の
漢
籍
そ
の
も
の
よ
り
引
か
れ
た
と
考
え
る
よ
り
、
当
時
流
行
し
て
い
た
通
俗

類
書
よ
り
引
か
れ
た
も
の
が
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
事
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
の

場
合
、
『
幼
周
子
理
林
』
の
よ
う
に
か
な
り
民
間
に
出
回
っ
た
形
跡
の
あ
る
漢
文
書
籍
が

そ
ゐ
出
典
の
提
供
所
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
十
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
は
あ
る
ま

い
か
（
例
え
ば
、
単
な
る
類
似
で
あ
ろ
う
が
『
世
間
娘
気
質
』
巻
一
、
第
三
話
に
「
六

月
に
冬
の
調
子
を
吹
き
て
霜
を
降
ら
し
」
。
「
幼
皐
理
林
』
天
文
に
「
鄭
街
下
獄
、
六

月
飛
霜
」
と
あ
る
）
。
尚
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
司
は
、
『
僅
諺
大
成
』
（
日
本
書
誌
学
大
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加
藤
定
彦
、
外
村
展
示
編
、
青
裳
堂
書
店
一
九
八
九
年
一
月
）
に
、
参
考

文
献
の
一
種
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
点
か
ら
の
注
目
は
な
さ
れ
て
い

る
と
い
っ
て
よ
い
。
但
し
、
そ
の
僅
諺
の
主
要
文
献
は
和
書
が
中
心
で
あ
る
。
ま
た
、

そ
れ
と
は
別
に
、
和
歌
山
藩
儒
の
荒
川
秀
や
三
宅
元
信
の
序
文
（
資
料
一
参
照
）
か

ら
窺
え
る
よ
う
に
、
こ
の
『
幼
皐
噴
林
』
が
江
戸
時
代
の
漢
籍
を
学
ぶ
者
に
と
っ
て

漢
籍
学
習
の
入
門
書
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
漢
籍
の

原
典
に
広
く
目
を
通
し
て
時
代
の
頂
点
に
立
っ
た
漢
学
者
は
さ
て
お
き
、
一
般
民
間

知
識
人
の
漢
語
知
識
の
内
容
に
は
こ
の
『
幼
撃
現
林
』
を
も
っ
て
大
体
の
水
準
が
設

定
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
つ
ま
り
、
『
幼
撃
現
林
」
の
検
討
は
中
国
の
文
化
史

の
み
に
留
ま
ら
ず
、
漢
字
文
化
圏
の
一
部
で
あ
っ
た
日
本
の
文
化
史
や
文
学
史
考
察

の
上
に
も
何
等
か
の
問
題
の
設
定
が
可
能
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
就

い
て
は
、
国
文
学
の
分
野
で
あ
る
い
は
既
に
専
論
の
業
績
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

筆
者
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。
ち
な
み
に
、
こ
の
『
幼
撃
襲
林
」
は
、
そ
の
原
著

で
あ
る
『
幼
撃
故
事
尋
源
」
等
が
英
国
に
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
『
成
語
考
』
は
一
九
世

紀
末
に
英
訳
が
出
て
い
る
の
で
、
英
国
で
の
中
国
文
化
理
解
に
も
何
等
か
の
役
割
が

果
た
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
（
資
料
篇
二
大
英
博
物
館
所
蔵
漢
籍
目
録
参
照
）

第
三
に
、
中
国
に
於
け
る
童
蒙
教
育
の
問
題
へ
の
関
心
が
文
学
研
究
に
携
わ
る

我
々
に
有
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
教
育
史
研
究
的
な
仕

事
を
日
頃
文
学
研
究
に
携
わ
る
人
聞
が
試
み
た
大
き
な
理
由
だ
と
い
っ
て
良
わ
か
も

知
れ
な
い
。

系
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そ
れ
に
就
い
て
、
蛇
足
な
が
ら
こ
こ
に
少
し
述
べ
て
お
き
た
い
。
現
代
で
は
個
人

を
基
礎
と
し
て
社
会
が
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
少
し
以
前
に

遡
れ
ば
、
社
会
の
方
が
個
人
よ
り
も
圧
倒
的
に
強
い
場
合
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
特



に
中
国
の
よ
う
に
皇
帝
制
度
の
確
固
と
し
て
い
た
伝
統
社
会
に
於
い
て
は
そ
う
で
は

な
か
っ
た
か
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
個
人
の
中
に
生
ま
れ
る
感
情
は
お
そ
ら
く
現
在

我
々
が
感
じ
る
も
の
と
さ
ほ
ど
違
い
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
も
し
、

優
れ
た
社
会
性
や
人
間
性
を
示
す
文
学
は
、
生
身
の
個
人
と
秩
序
伝
統
を
維
持
し
て

行
こ
う
と
す
る
社
会
と
の
攻
め
ぎ
あ
い
の
中
で
生
ま
れ
る
も
の
だ
と
言
う
こ
と
が
許

さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
文
学
研
究
に
於
い
て
、
作
者
の
立
場
に
立
っ
て
考
察
を
試
み
る

だ
け
で
は
不
十
分
で
、
そ
の
作
者
が
生
き
た
時
代
の
共
通
認
識
つ
ま
り
社
会
側
の
論

理
の
検
討
も
十
分
に
為
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
筈
で
あ
る
。
で
は
、
そ
の
社
会
側
の
論

そ
の
考
察
方
法
は
数
多
く
あ
る

理
を
知
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
。
も
ち
ろ
ん
、

だ
ろ
う
が
、
我
々
は
そ
の
効
果
的
な
方
法
と
し
て
そ
の
時
代
の
童
蒙
教
育
の
検
討
が

挙
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
も
そ
も
教
育
と
言
う
も
の
は
、
そ
の
社

会
の
達
成
し
た
文
化
知
識
の
基
礎
を
、
や
が
て
そ
の
社
会
の
成
員
と
な
る
べ
き
童
蒙

に
確
か
に
伝
え
、
そ
の
社
会
を
維
持
発
展
さ
せ
て
行
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
「
三
子
の
魂
百
ま
で
」
の
諺
も
有
る
よ
う
に
、
童
蒙
教
育
は
そ
の
人
の
そ
の

後
の
実
生
活
や
思
想
を
か
な
り
強
く
規
定
し
て
行
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
も
し
こ
の

よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
童
蒙
教
育
の
考
察
は
そ
の
時
代
の
人
々

の
生
活
知
識
や
社
会
認
識
の
共
通
の
基
礎
を
教
え
て
く
れ
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。

た
だ
し
、
明
清
期
に
於
け
る
そ
れ
を
知
る
た
め
に
は
、
啓
蒙
知
識
や
成
語
を
分
類

し
、
図
書
目
録
で
は
類
書
に
入
れ
ら
れ
た
『
幼
撃
瑳
林
』
が
最
適
で
あ
る
と
い
う
つ
も

り
は
ま
っ
た
く
な
い
。
そ
れ
に
は
、
も
っ
と
良
い
書
籍
、
例
え
ば
個
別
の
家
訓
や
皇

帝
の
教
訓
等
の
ほ
う
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
研
究
に
初
め
て
取
り
掛
か
る

若
輩
の
我
々
素
人
と
し
て
は
、
と
り
あ
え
ず
資
料
が
集
め
易
く
、
現
代
中
国
で
も
い

伝
統
童
蒙
教
育
課
本
『
幼
皐
噴
林
』
初
探

上

か
つ
日
本
に
於
い
て
も
江
戸
時
代
に
漢
籍
の
入
門
書
と
し
て

多
く
読
ま
れ
た
筈
の
『
幼
撃
現
林
』
が
、
童
蒙
教
育
研
究
の
手
始
め
と
し
て
は
手
ご

ろ
な
も
の
と
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
だ
に
需
要
が
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
試
み
が
、
果
し
て
価
値
を
持
つ
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、
こ
こ
に
記

し
て
、
諸
先
生
方
の
御
批
判
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

一
九
八
九
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（
付
記
）
筆
者
の
一
人
、
甲
斐
は
、
以
前
福
岡
大
学
人
文
学
部
に
在
任
さ
れ
た
佐
々
木
猛
先

生
に
『
太
公
家
教
』
を
読
ん
で
い
た
だ
き
、
中
国
の
童
蒙
教
育
に
関
心
を
持
っ
た
。
こ
こ
に

記
し
謝
意
を
表
す
。

ニムハ


